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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月5日(2021.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィードバック応答情報の長さ確定方法であって、
　端末が、ネットワーク側装置が送信した構成シグナリングを受信し、前記構成シグナリ
ングが、指示されるフィードバック応答情報の最大の伝送時間遅延を含むステップと、
　前記端末が、ハイブリッド自動再送要求フィードバックのタイミングを動的に確定する
ステップと、
　前記端末が、前記最大の伝送時間遅延に基づいて、伝送待ちのフィードバック応答メッ
セージの総ビット数を確定するステップと、
　前記端末が、前記ネットワーク側装置に前記総ビット数の前記伝送待ちのフィードバッ
ク応答メッセージを送信するステップと、を含むことを特徴とする前記フィードバック応
答情報の長さ確定方法。
【請求項２】
　前記端末が前記最大の伝送時間遅延に基づいて、伝送待ちのフィードバック応答メッセ
ージの総ビット数を確定することは、
　前記端末が、前記最大の伝送時間遅延、及び最小の伝送時間遅延に基づき、前記伝送待
ちのフィードバック応答メッセージの総ビット数を確定することを含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記端末が前記最大の伝送時間遅延に基づいて、伝送待ちのフィードバック応答メッセ
ージの総ビット数を確定することは、
　前記端末が、前記最大の伝送時間遅延と最小の伝送時間遅延との間の差に基づき、前記
伝送待ちのフィードバック応答メッセージの総ビット数を確定することを含むことを特徴
とする請求項１又は２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記端末が前記ネットワーク側装置に前記総ビット数の前記伝送待ちのフィードバック
応答メッセージを送信することは、
　前記端末が、前記フィードバック応答情報をジョイント符号化してから送信すること、
　又は前記端末が、前記フィードバック応答情報を１つの物理チャネルにより送信するこ
と、を含むことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　端末であって、
　処理ユニットと前記処理ユニットに接続される送受信ユニットとを含み、
　前記送受信ユニットは、ネットワーク側装置が送信した構成シグナリングを受信するよ
うに構成され、前記構成シグナリングが、指示されるフィードバック応答情報の最大の伝
送時間遅延を含み、
　前記処理ユニットは、ハイブリッド自動再送要求フィードバックのタイミングを動的に
確定し、前記最大の伝送時間遅延に基づいて、伝送待ちのフィードバック応答メッセージ
の総ビット数を確定するように構成され、
　前記送受信ユニットは、前記ネットワーク側装置に前記総ビット数の前記伝送待ちのフ
ィードバック応答メッセージを送信するように構成されることを特徴とする前記端末。
【請求項６】
　前記処理ユニットは、
　具体的に前記最大の伝送時間遅延、及び最小の伝送時間遅延に基づき、前記伝送待ちの
フィードバック応答メッセージの総ビット数を確定するように構成されることを特徴とす
る請求項５に記載の端末。
【請求項７】
　前記処理ユニットは、
　具体的に前記最大の伝送時間遅延と最小の伝送時間遅延との間の差に基づき、前記伝送
待ちのフィードバック応答メッセージの総ビット数を確定するように構成されることを特
徴とする請求項５又は６に記載の端末。
【請求項８】
　前記処理ユニットは、具体的に前記最大の伝送時間遅延に基づき、前記伝送待ちのフィ
ードバック応答メッセージの総ビット数を確定し、前記総ビット数Ｎ＝Ｃ×（Ｔｍａｘ－
Ｔｍｉｎ）であり、
　Ｔｍａｘが最大の伝送時間遅延であり、ＴｍｉｎがＴｍａｘより小さい非負整数であり
、Ｃが正整数であるように構成されることを特徴とする請求項５～７のいずれか１項に記
載の端末。
【請求項９】
　前記処理ユニットは、
　具体的に前記最大の伝送時間遅延、最小の伝送時間遅延及びＭｎｏｎ－ＤＬに基づき、
前記伝送待ちのフィードバック応答メッセージの総ビット数を確定し、Ｍｎｏｎ－ＤＬが
前記最大の伝送時間遅延より小さい値であるように構成されることを特徴とする請求項５
に記載の端末。
【請求項１０】
　前記処理ユニットは、
　具体的に前記最大の伝送時間遅延から最小の伝送時間遅延とＭｎｏｎ－ＤＬを引いて得
られた値に基づき、前記伝送待ちのフィードバック応答メッセージの総ビット数を確定し
、Ｍｎｏｎ－ＤＬが前記最大の伝送時間遅延より小さい値であるように構成されることを
特徴とする請求項５又は９に記載の端末。
【請求項１１】
　前記処理ユニットは、具体的に前記最大の伝送時間遅延に基づき、前記伝送待ちのフィ
ードバック応答メッセージの総ビット数を確定し、総ビット数Ｎ＝Ｃ×（Ｔｍａｘ－Ｔｍ

ｉｎ－Ｍｎｏｎ－ＤＬ）であり、
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　Ｔｍａｘが前記最大の伝送時間遅延であり、Ｔｍｉｎ、Ｍｎｏｎ－ＤＬＴｍａｘより小
さい非負整数であり、Ｃが正整数であるように構成されることを特徴とする請求項５、９
又は１０に記載の端末。
【請求項１２】
　前記Ｍｎｏｎ－ＤＬが、伝送時間ユニットＹ－Ｔｍａｘと伝送時間ユニットＹ－Ｔｍｉ

ｎとの間のすべての第一種類時間ユニットの数であり、伝送時間ユニットＹが、前記伝送
待ちのフィードバック応答情報を伝送する時間ユニットであることを特徴とする請求項９
～１１のいずれか１項に記載の端末。
【請求項１３】
　前記第一種類時間ユニットは、上り時間ユニット、前記端末が物理共有チャネルを伝送
しない時間ユニット、又は前記端末が下り制御シグナリングをモニタリングしない時間ユ
ニットのうち１つ又は任意の組み合わせを含むことを特徴とする請求項１２に記載の端末
。
【請求項１４】
　前記Ｃが、１つの物理下り共有チャネルに対応するフィードバック応答情報の最大ビッ
ト数であり、前記１つの物理下り共有チャネルに対応するフィードバック応答情報の最大
ビット数は、
　１つの物理下り共有チャネルに搬送される伝送ブロックの最大数であり、
　又は１つの物理下り共有チャネルに搬送される符号化ブロックグループの最大数である
ことを特徴とする請求項８又は１１に記載の端末。
【請求項１５】
　前記送受信ユニットが、具体的に前記フィードバック応答情報をジョイント符号化して
から送信するように構成され、
　又は前記送受信ユニットが、具体的に前記フィードバック応答情報を１つの物理チャネ
ルにより送信するように構成されることを特徴とする請求項５～１４のいずれか１項に記
載の端末。
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